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社叢から自然保護を考える I
川井 秀夫

社叢とは。一日に言えば「鎮守の森」のことである。「神々の森」であり、祭祀の

場でもある。日本列島に住みついた人々が、「神々の森」を創ったのは、美 しい日本の

自然を、ただ畏怖し、制御するだけでなく、積極的に共生 しようと考えたからであり、
日本人の思想のシンポルとなり、行動の結節点となったのが社叢である。

03'京 大名誉教授 上田  篤氏の提唱により、各界の有名人、学議者が中核となり
社叢学会が発足する。

諸学を結集して、何百年、何千年にわたる日本人の変わらぬ思想や生活、環境、文化

などを解明し、自らのアイデンティティを喪失しつつある多くの日本人に、自然を基軸

とした日本文化にたいする深い自覚を促 し、大きな自信を与える事が出来るのではない

か。社叢の破壊をくいとめ、生活空間に緑を恢復し、更には地球環境の悪化に悩む世界

の国々に対し、日本文化の発信の一つとして環境学的指針を提示し、社叢の保存・ 開発

を指向することを目的として設立される。

私も在籍 して三年。行動を起こす前に、神とは何か。神は存在するか。神道とは。神

話とは。定期集会に出席して色々な知識を吸収 してきたが、ここでは紙数も限りがあり、

主題の核心に逸れるので「 神様」の話は省略 したい。

社叢の調査とは、なかなか奥深 く、根源的には山の自然を守る事に通 じ、鎮守の森に

は、古代から残された「照葉樹林」が手付かずで息づいているが、近年 宅地開発、道

路建設 等 インフラ文明に蚕食され、.街の社の荒廃が進んでいる。

今日、神社庁に登録されている神社の数は 12万社あるが、未登録を含めると15万

社とも言われている。

私の住む生駒市だけでも、正確ではないが 100社程度はあると思われる。昨年、往

馬大社を訪れたが、典型的な照葉樹の極相林を呈 し、ツプラジイ、カナメモチ、 リンボ

ク、サカキ、クスノキ、ユズリハなど ツプラジイが最も多く、「椎の社」と命名され

ている。

奈良県に目を広げると、河合町の広瀬神社、御所 名柄神社、奈良公園の手向山八播

氷室神社、奈良町の御霊神社、率川神社、天理 石上神宮、桜井 三輪明神 等々 印象に

残る社 も多いが、当会の自然観察ルー トで出会 う社の中で森のない社も多 く、時代の変

遷に、消え細る文化に心が痛む。

私 も忙 しさにかまけて、本格的な調査活動に入れないでいるが、せめて地元のポイン

トを幾つかの視点で系統的に纏めが出来ればと思っている。

次章では調査活動の具体的な手法をご紹介致 します。

■

「秩



|
Ｆ
Ｅ
口
，

三 峰 山 紀 行 a 4. (t)

近鉄榛原駅 09:15発の奈良交通バス霧氷号に乗ること約 1時間、三峰山の北嶺にあた

る登山口の「みつえ青少年旅行村」に 1022着。

女 5男 4の計 9名 のパーティは、我が世代の標準的な人口構成と同じだと独りで納得

しながら、登山届を提出、準備体操で十分ウオ
ニミングアジプしたあと、10:30、 阿部 。

弓場両リーダーの先導により出発した。

約 15分後、不動川通称「大タイ」の谷筋を木橋で横切り、尾根沿いの「登り尾」登

山道・・ここが一寸きつい 。・ぼちばちと体調を整えながら登る。高度差 200m、 立

派な山小屋風の トイレで小休上、服装を再点検して出発。

スギの林の続くゆるい尾根路をひたすら登る。やがて三峰山の主、ブナの巨木が迎え

てくれる。ここの避難小屋 (満員)は素通りして、造林小屋で昼食にする (12:15)。

昼食後、アイゼンを着装の指示があつて再出発。登り始めから雪山になる。凍うた雪

にアイゼiンが喰い込む感触を楽しみながら、急坂の尾根筋にとりかかる。

天候は晴れたり、曇つたりで、有風無風の気象の変化が、山稜の眺望に絶妙な変化を

もたらす。気温マイナス7度、強い日差しにダイヤモンド・ダストがキラキラ、その都

度歓声を.上げた。

少し急な尾根沿いのブナ、シロツツジ、ヒメシャラなどの本々の枝・幹に、そして下

草のクマザサにも、翼のような霧氷が着氷している (なんと風上に向つて成長している

のだ ! 初めて気が付く)。 素晴らしい光景に感嘆しきり。疲れは全く感じない。

やがて、三峰山の頂上 (1235.4m 高度差約 800m)に 到達。丁度、無風・快晴で、
曽爾高原の倶留尊山、美杉村の大洞山・尼ヶ岳など全くガスの懸からない文句無しの素

晴らしいパノラマ展望。感激 ! 先ずは記念写真、そして弓場さんが大事に持参された

20余年の日本古酒 (これがなんとイケルのだ)で美しい自然に感謝して乾杯 !

頂上より人丁平に至る間、樹皮の良く似た姫沙羅と小さな実を残している令法 (リ ョ

ウブ)が並立し、その違いを勉強、チョット賢くなつた気分。

下りのルー トは、避難小屋の南側を巻いて不動滝へ、急坂を交替に尻餅を掲きながら

一気 ?に下る。途中に何箇所か鹿除けネットフエンスをくぐり抜けながら不動滝着。通

常この時期は涸れ谷とのことだが、数日前の降雨のせいで豊かな水が不動の滝を成し、

飛沫のツララとあわせて見事な景観を示す。

傍の参籠所を過ぎると不動川沿いに緩い下りのルンルン・ロードがバス停
へと導いて

くれる。両リーダーの適確な指示・・アイゼンの着脱、服装、休憩・昼食
0・ により、

計画どおりの時間行程で帰着できた。その指導力の感服。お陰で、参加者の中に体力自

信を再確認された方も数人あり、まことにお目出度い事でした。

(追記)

旅行村では猪汁を熱爛で啜り、まだ物足りない数人は榛原駅の居酒屋で、だ
べりなが

ら何時までも雪山の余韻に浸つたことでした。 (堀川豊司・古川祐司 記)
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2月例会 霧氷の三峰山行事報告

日 時…2月 4日 天候 雪 時々 晴れ 寒し
参加者…古川、堀川、弓場、阿部、甲斐野(下見)、 柳田、宮川、林、

福谷、豊島計 10名

コース…近鉄榛原駅→近鉄バスにて
「みつえ青少年旅行村」→登山 (登 り尾コース)→避

難小屋→三畝峠→山頂→八丁平
→伏 タイ林道)不動滝をへて「みつえ青少年旅行村」

およそ 4時間  標高 1235.4m

内容…バスの行きかえりは、雪が舞う状態であつたが、登山
の間はおだやかで避難小屋の

立派なブナの大木やヒメシヤラを楽しめた。アイゼンをはき積雪を
登ると寒さも有

り、すばらしい霧氷が出迎えてくれた。山頂は霧氷の中 360度の大
パノラマを満喫

した。人丁平のシロヤシロやアセビはこの寒さでも新芽が膨ら
んでいるように感じ

た。帰路 樹林の急坂を下り、半分凍つている不動滝を横手にみて出発点に戻り山

頂を眺めると、もはや雲の中に隠れていた、3時 40分の
バスで全員帰途に着いた。

「ボランティア活動保険と会費」についてのお願い

あってはならない事、もし遭退したら補償するのが保険ですが、そ
の活動対象は「奈良。

人と自然の会」の企画された行事のみならず、皆さんが会を離れ
て個人が実施した「自発

的な意思に基づき他人や社会に貢献する無償めボランティア活動 (但
し日本国内のみ)」 を

も含んでいるのです。補償期間は毎年 4月 1日 に始まり、翌年
の 3月 31日 までの 1年間で

すが、特にその始まりは、扱いが所定の手続きと掛け金
の入金を確認した翌日からとなつ

ています。従つて、連続するためには、手続きと掛け金 (年間 300円 )を少なくとも、
3

月 25日 ごろまでに継続手続きを終えておく必要があります。かような
理由から、会費納入

をお早い日に、宜しくお願い申し上げます。 (文責 大石門三)

と書いたのですが・・ <斑鳩> 勝田

★ 2月 8日 ハイタカを12月 に見た同じ本にいました。しっかり白色の斑点も見ました。

9日 には三室山のサクラの本に白い腹を見せて止まっていました。横にカラス2羽、ハ

イタカが移動すると、それらも移動しました。ハイタカが飛び立ちました。その時 211

のカラスはハイタカを追いかけて行きました。<斑鳩> 勝田

2月 10日 可愛い鳥の声が聞こえます。回りを見回してもあの怖そうな顔のモズしかい

ませんでした。モズが可愛い声で他の鳥の鳴きまねをしていたのでした<斑鳩勝田

2月 14日 シロハラ初見。今年はもう来ないかと思つていましたが、去年よりlヶ 月遅

担当 :阿部和生

★ 1月 30日 ツグミの群れ (75羽)を見ました。 1月 号にあまリツグミ見ませんね、

い到来です。 <斑鳩 > 勝 田
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日本列島固有種の

全長約 2 1cm、 スス
゛
メをスマー

トにし尾羽を長くしたような体

形の鳥です。歩く時に尾羽を上

下によく振るのは他のセキレイ類

(キ

゛
ンス・イ、タヒハ

゛
り)等にも共通

で、神話の中でイサ
゛
ナキ
゛
・イサ
゛
ナミ

の命に結婚のしきたりを教えた

鳥とされています。 冬はハクセ
キレイと一緒にいることも多いで

すが、識別′点は頭部の黒色模様

と鳴き声です。キセキレイ、ハクセキレイは

「チッ、チッ」「チュン、チュン」と澄んだ甲高い声で  ヽ

鳴きますが、セク
゛
ロセキレイの声は「シ

゛
ュッ、シ
゛
ュッ」

と濁つて聞こえます。頭から胸と背中にかけてが黒く、自とのツー トンカラーがお洒落な

鳥で、海外からのウォッチャーが喜ぶ日本列島固有の鳥です。 最近は南北からの他種に
範囲を狭められつつある貴重な鳥なのです。 早春まだ寒い頃から住宅地の民家の屋根な
どでもとても綺麗な声で囀つていますよ。 留鳥であるセク゛ロセキレイは年中見られますが、冬
鳥のハクセキレイも最近越夏するものが多くなリビル街などでのネグラが確認されています。で

すからことはややこしくなります。グレーのセキレイを見かけたら、セク
゛
ロセキレイの幼鳥かハキセキレイ

かを確かめて下さい、ちょっと面倒ですがセク
・ロセキレイ (眉班が自)ハクセキレイ (過眼線が黒)の

識別点が確認出来たらあなたはちょつとした鳥見フェチ。

ヤグロをキレイ 小田久美子

・」しヽ
ヽ

ガンカモ科鳥類・
05年度県調査T二■■

15種 ■万9387羽 :・

県は、 05年度のガ ンカモ科鳥

類の調査結果蕉事とめた 01前年
より約 1000羽減 つたが コガモヽ
マ ガモを中心に 15種が確認さ―‐

れ、総数は過去 2番目に多い計 |

l万9387羽だ つた。
森林保全課によると、確認羽

数が多かったのは▽コガモ5729

▽マガモ5649▽オシドリ2620▽ :

カルガ,1812▽ヒドリガ,1年 2
▽ハシビロガモ1293-=な'ど。
ほかに、県内では珍 しいツクシ

たオシドリ11(県提供):: l j
.観測地別の羽数は、大1和川
:`=青町)0年■156?V=津 野́
ムくす津ナll,2‐?種類1474▽年保
り11(大和郡山市)7種類838▽水
上池(ホ良市)7種類782▽上池
(広陵町、河合町 )17種類 763羽。

1971年度以降く毎年 1月 中旬

に調査しているし県の委託で、

日本野鳥の合奈良支部が県内11
8地点で調ベギう0100地点で生
息を確認した。

もイぴrご 9～ケ“

* 毎日新聞 (2006/2/18)か ら転載

θ










	IMG_20130104_0001
	IMG_20130104_0002
	IMG_20130104_0003
	IMG_20130104_0004
	IMG_20130104_0005
	IMG_20130104_0006
	IMG_20130104_0007
	IMG_20130104_0008

